
  

い
つ
や
る
か

２
０
１
１
年
３
月
11
日
。

想
定
外
の
災
害
の
連
続
に
、
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
で
も
、

誰
も
が
恐
怖
を
感
じ
、
危
機
意
識
を
持
っ
た
。

四
国
沖
に
も
、
い
つ
地
震
を
引
き
起
こ
し
て
も

お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
が
あ
る
。

「
明
日
は
我
が
身
」

あ
な
た
は
、
あ
の
と
き
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
お
こ
う
と
思
っ
た
は
ず
。

２
０
１
３
年
６
月
。

あ
の
日
か
ら
２
年
余
り
が
た
ち
、

松
前
町
は
最
大
で
、
震
度
６
強
の
地
震
、
4.2
メ
ー
ト
ル
の
津
波
に

襲
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

あ
な
た
は
、
今
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
っ
て
も
覚
悟
は
で
き
て
い
る
か
―
。
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た
く
さ
ん
の
住
民
が
参
加
し
た
訓
練

　　

４
月
14
日（
日
）９
時
、
大
溝
地
区

の
住
民
が
続
々
と
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
年
１
回
の
大
溝
自
主
防
災
訓
練

で
す
。ち
ょ
う
ど
前
日
に
起
き
た
淡
路

島
地
震
の
影
響
も
あ
り
、
危
機
意
識

を
高
め
て
い
る
た
く
さ
ん
の
住
民
が
、

小
富
士
保
育
所
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
ま
ず
避
難
者
と
名
簿

を
照
合
。無
事
を
確
認
し
た
後
は
、消

火
訓
練
、
打
撲
や
骨
折
時
の
応
急
処

置
訓
練
な
ど
に
住
民
は
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。さ
ら
に
今
回
が
初
め
て

と
な
る
、リ
ヤ
カ
ー
を
使
っ
た
園
児
や

和
楽
園
入
所
者
の
救
出
訓
練
と
炊
き

出
し
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
危
機
意
識
の
欠
如

　

無
駄
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
し
た

よ
う
に
見
え
る
自
主
防
災
訓
練
―
。

し
か
し
、
大
溝
区
長
で
防
災
士
の
田

中
安
男
さ
ん
は
、
住
民
一
人
一
人
の

意
識
の
低
さ
を
心
配
し
ま
す
。

　
「
一
人
一
人
の
防
災
意
識
が
ま
だ
ま

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
れ
ば

　

建
物
倒
壊
に
よ
り
７
４
０
０
人
、

津
波
に
よ
り
４
４
０
０
人
、
火
災
に

よ
り
７
０
０
人
が
死
亡
す
る
。

　

負
傷
者
数
は
約
４
万
８
０
０
０

人
。
医
師
や
看
護
師
、
医
療
機
関
の

被
災
に
よ
り
け
が
の
手
当
て
が
遅
れ

る
。

　

約
54
万
人
の
避
難
者
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
被
災
に
よ
り
、
喉
が
渇
い
て

も
水
が
飲
め
な
い
、
お
な
か
が
空
い

て
も
食
料
が
足
り
な
い
、
真
っ
暗
で

も
電
気
が
つ
か
ず
、
冷
暖
房
は
使
え

な
い
、
温
か
い
も
の
が
食
べ
た
く
て

も
ガ
ス
が
使
え
な
い
、
大
切
な
人
と

連
絡
が
取
り
た
く
て
も
電
話
が
通
じ

な
い
―

　

こ
れ
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

発
生
後
の
県
内
の
状
態
で
す
。

　

国
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
昨

年
８
月
の
建
物
被
害
と
人
的
な
被
害

想
定
を
推
計
し
た
第
１
次
報
告
に
続

き
、３
月
18
日
、施
設
の
被
害
な
ど
を

推
計
し
た
第
２
次
報
告
を
公
表
し
ま

し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
、
地
震
動

は
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
と
し
て
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）９
ク
ラ
ス
を
設
定
。

さ
ら
に
、
▽
震
源
域
▽
発
生
時
刻
▽

風
速
▽
避
難
行
動
―
な
ど
で
そ
れ
ぞ

れ
条
件
を
変
え
て
算
出
し
ま
し
た
。

だ
低
い
で
す
。『
訓
練
に
来
て
』と
言

わ
れ
た
か
ら
、
な
ん
と
な
く
来
て
い

る
と
い
う
人
が
多
い
。
訓
練
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、避
難
所
へ
の
移
動

中
に『
こ
の
道
路
は
寸
断
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
』『
こ
の
橋
は
壊
れ
る
か

も
し
れ
な
い
』と
危
険
箇
所
の
確
認

を
し
て
ほ
し
い
。
自
主
的
に
、非
常
持

ち
出
し
品
も
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
。大

溝
地
区
で
は
、水
と
乾
パ
ン
を
１
０
０

食
分
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
や
行

政
に
頼
る
前
に
、
ま
ず
自
分
で
身
を

守
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
」

　

毎
回
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
鈴
東

正
裕
さ
ん
一
家
も
、同
じ
考
え
で
す
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、私

た
ち
よ
り
、
訓
練
を
し
て
い
た
は
ず

な
の
に
、
あ
れ
だ
け
被
災
者
が
出
た
」

と
正
裕
さ
ん
が
心
配
す
れ
ば
、「
防
災

訓
練
を
し
た
と
き
は
、『
た
め
に
な
っ

た
』と
思
う
け
ど
、す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
う
。
意
識
し
て
続
け
る
こ
と
が
大

事
だ
ね
」と
友
花
さ
ん
も
、子
ど
も
た

ち
を
見
つ
め
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
行

政
、
消
防
や
自
主
防
災
組
織
も
機
能

し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
私
は
無

事
に
避
難
で
き
る
の
か
―
」今
、一
人

一
人
が
、
こ
の
危
機
を
感
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
で
は「
何
を
す
れ
ば
」

無
事
に
避
難
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
内
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
約
90
％
が
被
災

　　

こ
の
う
ち
最
大
被
害
想
定
に
よ
る

と
、
県
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
被

害
は
、
被
災
直
後
で
上
水
道
の
断
水

が
89
％
、下
水
道
の
支
障
が
90
％
、停

電
率
が
89
％
、
固
定
電
話
の
不
通
回

線
率
が
89
％
、
ガ
ス
供
給
停
止
率
が

93
％
と
、県
内
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
約

90
％
が
ス
ト
ッ
プ
。こ
れ
ら
の
完
全
な

復
旧
に
は
１
カ
月
以
上
か
か
り
ま
す
。

　

避
難
者
は
被
災
１
日
後
で
、
避
難

所
に
※
約
25
万
人
、
避
難
所
外
に
※
約

16
万
人
。
さ
ら
に
被
災
１
週
間
後
に

は
、避
難
所
が
約
28
万
人
、避
難
所
外

が
約
26
万
人
に
膨
れ
上
が
り
ま
す
。

　

県
別
の
食
料
な
ど
の
不
足
数

は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
被
災
地
全

体
で
は
被
災
後
の
３
日
間
で
、
食

料
約
３
２
０
０
万
食
、
飲
料
水
約

４
８
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
、
毛
布
約

５
２
０
万
枚
が
不
足
。
さ
ら
に
、
４

～
７
日
目
合
計
で
状
況
は
悪
化
し
、

食
料
約
６
４
０
０
万
食
、
飲
料
水
約

９
９
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
の
不
足
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
大
被
害
想
定
は
、
極
め
て

発
生
頻
度
が
低
い
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
で
、「
何
の
対
策

も
し
な
か
っ
た
場
合
」の
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
被
害
想
定
を
受
け
て
、
も

ち
ろ
ん
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
は
、

さ
ら
に
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

       友花さん     更紗ちゃん
       春清くん

Yuka　　  Sarasa

鈴東正裕さん

Suzuhigasi  Masahiro   Syunsei

最大震度
※最大津波高
（メートル）

津波の最短
到達時間（分）/
津波高１メートル

6 強 4.2 133

松前町における「南海トラフ巨大地震」震度・津波高
（H24.8.29　国の南海トラフの巨大地震モデル検討会　第 2 次報告）

※最大津波高は、東京湾標準海面（海抜 0 メートル）が基準になります。

※四捨五入の関係で、本文中と合計が一致しない。

避難者数 上水道
断水率

下水道
機能支障率 停電率 固定電話

不通回線率
ガス

供給停止率

被災直後 ― 89％ 90％ 89％ 89％ 93％

被災 1 日後    ※ 40 万人 94％ 83％ 81％ 82％ 88％

被災 1 週間後 54 万人 69％ 11％ 10％ 18％ 63％

被災 1 カ月後 53 万人 19％ 3％ 9％ 6％ わずか

　 　 今、危機を   感じる

（H25.3.18　国の南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ　第 2 次報告）
愛媛県における避難者数・ライフラインの最大被害想定

㊤消火訓練。子どもも含めて誰

でも使えるように訓練する　㊧リ

ヤカーを使った救出訓練。災害

時に、自力避難できない人を助

ける　㊨応急処置訓練。骨折時

に医薬品が無ければ、雑誌や木

などを代用して、腕を固定する

愛媛県における震度分布図

Tanaka Yasuo
田中　安男さん

次第に明らかになる南海トラフ巨大地震の被害想定。
「私は、無事に避難できるのか」
今、一人一人がこの危機を感じる必要がある。

震度階級

震度 6 強
震度 7

松前町―
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飲料水 1 人１日３リットル

× 3 日分
非常食 缶詰や乾パンなど、保

存性が高く、火を通さ

ず食べられるもの
医薬品 常備薬、包帯やガーゼ

など、軽いけがや病気

に対応できるもの
応急生活

用品

ラジオ、懐中電灯、携

帯電話、予備電池など
衣類 防寒具、毛布、下着類、

軍手、雨具など
貴重品 現金、通帳、印鑑、身

分証明など

防
災
生
活
は
日
常
生
活

　
「
水
、食
料
、衣
類
、貴
重
品
に
応
急

生
活
用
品
。あ
と
救
急
箱
は
あ
る
？
」

　

宗
意
原
に
住
む
松
田
善
彦
さ
ん
、

か
よ
子
さ
ん
夫
婦
。
宗
意
原
自
主
防

災
訓
練
を
３
日
後
に
控
え
た
こ
の

日
、
大
き
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
に
所

狭
し
と
非
常
持
ち
出
し
品
を
並
べ
て

い
き
ま
す
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、た
く
さ
ん
の
食
料
や
飲
料
水

が
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、▽
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
×

３
日
分
の
水
▽
火
を
通
さ
ず
に
す
ぐ

食
べ
ら
れ
る
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な

ど
の
食
料
▽
地
震
に
よ
る
軽
い
け
が
や

病
気
に
対
応
で
き
る
医
薬
品
▽
ひ
と
ま

と
め
に
し
た
貴
重
品
▽
こ
れ
ら
が
す
っ

ぽ
り
入
る
大
き
さ
の
リ
ュ
ッ
ク
―
な
ど

を
揃
え
て
お
い
て
、す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
よ
う
に
玄
関
の
近
く
に
置
い
て
い
ま

す
」と
話
す
善
彦
さ
ん
。

　

一
方
の
か
よ
子
さ
ん
も「
主
人
と
一

緒
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
行
っ

て
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
買
い
揃
え

ま
す
」と
自
主
防
災
に
つ
い
て
協
力

的
で
す
。「
食
料
品
は
賞
味
期
限
が
近

づ
い
た
ら
、
食
べ
て
買
い
替
え
ま
す

が
、
意
外
と
美
味
し
い
で
す
よ
」と
、

日
常
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
防

災
生
活
に
つ
い
て
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

意
識
し
た
と
き
に﹁
す
ぐ
﹂準
備
す
る

　　

善
彦
さ
ん
が
非
常
持
ち
出
し
品
を

集
め
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
松
前
町

の
防
災
士
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
も
、京
都
に
住
ん
で
い
た

と
き
に
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災

し
て
、非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。で
も
、

『
い
つ
か
や
ら
な
き
ゃ
な
』と
思
う
だ
け

で
⋮
。
防
災
士
に
な
っ
た
と
き
、
自
助

（
自
分
で
自
分
を
守
る
）の
重
要
性
を

学
ん
で
意
識
が
一
気
に
高
ま
り
、少
し

ず
つ
水
や
食
料
か
ら
集
め
始
め
ま
し

た
」。
最
初
は
少
な
か
っ
た
非
常
持
ち

出
し
品
は
種
類
・
量
と
も
に
充
実
。今

で
は
、自
助
の
模
範
と
し
て
、自
主
防

災
訓
練
で
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
。

　
「
非
常
持
ち
出
し
品
を
集
め
る
の

に
、
特
別
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
も
、
避
難
経
路
の
確
認
や
連

絡
方
法
の
確
認
な
ど
、
自
主
防
災
は

誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、

意
識
し
た
と
き
に『
す
ぐ
』
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
先
延
ば
し
に
な
る

と
結
局
や
ら
な
い
で
す
か
ら
」

　

地
震
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
。だ
か
ら
こ
そ
、「
訓
練
に
出
て
、こ

の
展
示
を
見
て
、
き
っ
か
け
は
何
で

も
い
い
か
ら
、防
災
意
識
が
高
ま
っ
た

『
そ
の
と
き
に
』、始
め
て
ほ
し
い
」。善

彦
さ
ん
は
私
た
ち
に
そ
う
訴
え
ま
す
。

今、準備する

南海トラフ巨大地震が発生すれば、
県内の約 19 万２千棟の建物が全壊し、
ライフライン 90％がストップしてしまうという。
想定外で慌てないためにも、生き抜くためにも、

1非常持ち出し品の確認

今
、
準
備
す
べ
き
５
つ
の
こ
と

₂避難場所と避難経路の確認
松前町にある 9 つの指定避難所の中から、
近くの避難場所を確認します。また震度６強
では、幅員 5.5 ｍ未満の道路の半数以上が
通行困難になるため、複数の避難経路を考
えます。

「この道は狭いから、建物が倒れていて通れ
ないだろう。その場合は、こっちの広い道を
使って移動しよう。避難場所は、津波も考え
てより標高の高い、伊予高校にまずは避難し
よう」

₄家具の倒壊防止
阪神・淡路大震災では、倒壊した家
屋や家具の下敷きによる圧死が、死
因の８割以上でした。

「震度６強では、固定していない家
具の多くは倒れるから、寝室の家具
は移動した。さらにホームセンター
で、つっぱり棒やL 型金具などを買っ
て、家具を固定する必要があるな」

₅実際に避難する
実際に避難してみると、避難のイメージ
が具体的になり、注意すべき点が見えて
きます。

「非常持ち出し品は、一度に持てるのはこ
のくらい。あとは建物が倒壊しても取り出せ
るよう外に置いておこう。この道はやっぱり
狭い。こっちの道を通ろう。避難所までは
10 分ほどかかるようだ。早めに避難しよう」

₃連絡方法の確認
家族は、被災時に一緒とは限りません。
固定電話・携帯電話は、非常にかかりにくくなります。
そのときどうやって連絡するかを確認します。

「被災時に電話は通じないだろう。
連絡よりも、まずは避難しよう。離れ離れでも、
お互いに避難していることを信じて、避難場所で落ち会おう」 L 型金具つっぱり棒
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もっと早く学んでおけば…

　「１、２、３、４、５、６、７、８、９、10…」 。
田勝江さんは、力強く一定のリズム

を保ちながら、身体に覚えこませるよ
うに、心肺蘇生法を続けます。
　上高柳自主防災会が毎年、自主
的な参加者を募り、松前消防署の
指導のもと行っているこの普通救命
講習。心肺蘇生法、AED の使用
や大出血時の止血法などを学ぶ、
3 時間みっちりのコースですが、今回
も35人もの参加者が集まりました。
　初めて講習に参加したという
田さんは、救命講習の大切さを知り、
もっと早く受けておけばよかったと話
します。
　「正月に主人が亡くなりました。
急に息ができなくなって、救急車を
呼んだけど間に合わず…。そのとき、
私は何もできなかった。こういう講
習を受けていれば、少しは対処で
きたのかなと思います」

　いざというときに役に立つ、救
命講習。ただ、「いざ」が「いつ」か
は誰にも分かりません。この講習
の企画者である防災士の赤坂宏
作さんは、だからこそ何回でもこう
いった学習をすべきだと話します。
　「東日本大震災を機に、いざとい
うときのために学ぼうという人が増
え、参加者も増えています。ただし
災害もそうですが、災害から身を守
る救命方法も、『意識したとき・学ん
だとき』は覚えているが、みんな時
間がたつと忘れてしまう。1回だけ
参加して終わりではなくて、繰り返
し参加して、学習してほしいです」
　
一人一人できることを増やしてほしい

　こういった救命講習を指導する
松前消防署救急救命士の佐々木
敦さんも、一人一人の救命能力の
向上を訴えます。「私たちは、企業、
団体や友人の集まりなど 10 人前

後から要望があれば、日程を調
整し、指定の場所に出向いて講
習を行います。また、今回行った
普通救命講習以外にも、『災害時
は負傷者が多数発生するから、
応急手当や負傷者の搬送を中心
に学びたい』など、要望に応じて
講習することもできます。ぜひ一
人一人できることを増やしていって
ほしいです」
　災害時は、救急車の到着が遅
れることが想定されます。また、
医療品も手元にないかもしれませ
ん。そのときに慌てず、命を救え
るか―。「もっと早く学んでおけばよ
かった」とならないようにしましょう。

木造住宅の耐震化に向けて、建物全
体か１部屋以上を補強する工事の費
用を補助します。また、耐震工事を
するために必要な耐震診断（住宅の
安全性を診断）や耐震設計（設計図
書を作成）を無料で行います。
◦対象住宅　以下の全てに該当する
こと　
①町内で、昭和 56 年５月 31 日以前
に着工された一戸建ての木造住宅　
②併用住宅のときは、住宅以外の用
途の床面積が過半でないもの　③二
階建て以下で、延べ面積が 500㎡以
下のもの
※枠組壁工法、丸太組工法、特別な
認定を得た工法のものは対象外
◦対象者　住宅の所有者
◦受け付け戸数　耐震診断―20 戸
　　　　　　　　耐震設計―8 戸
　　　　　　　　耐震工事―8 戸
※応募多数の場合、受け付け先着順

木造住宅の補強をする

木造住宅耐震工事補助

建物の倒壊などによる災害防止のた
め、指定する区域内の老朽放置建物を
除却する工事について補助します。
◦対象建物　以下の全てに該当すること
①指定区域内で、昭和 56 年５月 31
日以前に着工された一戸建ての木造
住宅と付属建物　②敷地内に所有者
や管理者、占有者がおらず現に放置
されている建物
◦対象者　建物に関して権限を持っ
て、除却を行える人
◦受け付け戸数　3 戸　※応募多数の
場合、受け付け先着順

木造住宅耐震工事補助との共通事項
◦受 付 期 間　6 月 10 日（ 月 ） ～
11 月 29 日（金）
◦その他　希望者は事前に、まち
づくり課窓口で相談してくださ
い。
問まちづくり課計画建築係

☎ 985︲4124

建物の倒壊を防止する

老朽放置建物除却工事補助
震災時に農地を提供する

防災協力農地

防災協力農地は、地震など大規模な災
害が発生したとき、避難場所や仮設住
宅建設用地などに使用する農地です。
町民の安全を確保するため登録に協力
をお願いします。
◦用途　①緊急避難場所　②仮設住
宅建設用地や復旧用資材置き場（長
期間使用する場合は、別途協議）
◦登録期間　３年　※初回は登録日
から 2 年を経過した最初の 3 月 31 日
まで　※期間満了までに「継続しな
い意思表示」がなければ、自動更新
◦使用期間　２年以内　※登録者の
同意を得て延長あり
◦農作物補償、土地使用料　使用し
た場合は支給します。
◦原状回復　使用した場合は、原状
回復して、返却します。
◦標識　登録農地には、案内標識を設置。
ゴミの投げ捨て防止の啓発も行います。
問産業課農地係　

☎ 985-4131

防災のためにできることは他にもある。
もちろん町も協力します。だから

今、やる
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学習する
今、

南海トラフ巨大地震が発生すれば、
県内で４万８千人もの負傷者が発生する。
もし愛する家族がけがをし、意識を失ったら―。
被災時は、救急車を呼ぼうにも電話が通じない。
そのとき、「何もできなかった人」にならないために、

₁

₁心肺蘇生法。老若男女、誰でもできる
のが理想　₂官公庁の施設などに置かれ
ている AED。使い方に加えて、どこにあ
るか知っておくと便利　₃直接圧迫止血
法を教える救急救命士の佐々木敦さん。
手本を示しながら、分かりやすく説明する

問松前消防署救急担当 ☎ 984︲₃₄₀₄

Hazata Katsue Akasaka Kousaku
赤坂　宏作さん　田　勝江さん

₃

₂
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